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小林 幸一郎 氏 講師 

主催：しょうがい学生支援室 

 共催：コミュニティ福祉学部スポーツウエルネス学科・学生部・新座キャンパス事務部学生課 

サポート体制：学生スタッフによるガイドヘルプ、パソコンテイク等 

この講演会は、司会・受付・誘導・写真撮影など学生スタッフを中心に運営しました。 

World Champion！ 

みつけた世界 ― 
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司会Ａ／ 皆さん、こんにちは。本日はお忙しい中、

お集まりいただき、ありがとうございます。本日の

講演会の司会を担当させていただきます、文学部文

学科 4年のＡと申します。 

司会Ｂ／ 同じく司会を担当させていただきます理

学部物理学科 2 年のＢと申します。よろしくお願い

いたします。 

 

■講演会のサポート体制 

司会Ａ／ まず、サポート体制の説明をしたいと思

います。この講演会では、車いすの方や、視覚障害、

聴覚障害のある方のためにガイドヘルプ、パソコン

テイクを準備しております。そのほか、受付、案内

なども私たち立教大学の学生が担当しております。

もし講演中に何かございましたら、お気軽に近くの

スタッフにお声がけください。それと今回、講演会

の記録として、写真撮影とビデオ撮影をさせていた

だきたいと思います。写真に関しては、本大学のホ

ームページや、しょうがい学生支援室の Facebookな

ど、活動の様子として掲載したいと思いますが、も

し不都合のある方がいらっしゃいましたら、スタッ

フまでお申し出ください。 

 では、講演会に先立ちまして、しょうがい学生支

援室課長の永島さんからご挨拶をお願いします。永

島さん、よろしくお願いいたします。 

永島／ 皆さん、こんにちは。立教大学しょうがい

学生支援室の永島と申します。本日はしょうがい学

生支援室の講演会にご参加いただきまして、誠にあ

りがとうございます。開会にあたり、主催者を代表

してひと言ご挨拶をさせていただきます。 

私どもしょうがい学生支援室は、その名のとおり、

しょうがい学生の就学や学生生活に関する支援を行

う部署です。しかし、それだけではなく、しょうが

い学生支援にかかわる広報や、しょうがい学生支援

の理解促進といった役割も担っております。その一

環として、さまざまなプログラムを実施しておりま

す。本日の講演会もその 1つです。 

 しょうがい学生支援に関する業務は、多くの学生

スタッフの協力のもとに行われており、本日の講演

会も学生スタッフとともに準備を進めてまいりまし

た。ガイドヘルプやパソコンテイクといったサポー

トに加え、司会や受付など、講演会の運営全般に学

生スタッフが携わっております。本日の講演会なら

びに講師につきましては、この後、司会を務めます

学生スタッフから紹介をさせていただきますけれど

も、この講演会を通して少しでも障害者や障害学生

支援についての理解を深めていただければ幸いと存

じます。 

 最後になりますが、本日の講演会はコミュニティ

福祉学部、スポーツウエルネス学科、学生部、新座

キャンパス事務部学生課にも共催という形で協力を

いただいております。講師の小林さんや、お集まり

いただいた皆様方はもちろん、その他多くの方々の

支えのもとに開催できたことに感謝し、開会の挨拶

とさせていただきます。ありがとうございました。 

司会Ｂ／ 永島さん、ありがとうございました。続

きまして、本日の講師である小林幸一郎さんを紹介

させていただく前に、小林さん、世界選手権優勝お

めでとうございます。＜場内拍手＞ 

 スライドより引用 
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あらためまして、小林さんのご紹介をさせていた

だきます。16歳でフリークライミングを始め、28歳

のときに難病が発覚し、徐々に視力が落ちていく中、

さまざまな出会いや、それまでの経験を生かし、NPO

法人モンキーマジックを設立しました。そこで視覚

障害者にフリークライミングの普及活動を行ってい

ます。また、今年の 9 月、スペインで行われた世界

選手権でも優勝するなど、競技者としても精力的に

活動されています。誰に対しても困難な壁というも

のは存在し、乗り越えられるときもあれば、挫折す

るときもあります。 

そこで今回は、今までたくさんの壁を乗り越え

てきた小林さんに、自信を持つこと、困難を楽しむ

ことをテーマにお話ししていただきます。今回、足

を運んでくださった皆様と一緒に、私たちスタッフ

も学びたいと思います。それでは、小林さん、よろ

しくお願いします。 

 

小林／ あらためまして、こんにちは。ただいまご

紹介にあずかりました NPO 法人モンキーマジックの

小林と申します。今日はこのようなお話をさせてい

ただく機会を頂戴いたしまして、本当にありがとう

ございます。本来であれば、こういう場所にこんな

Ｔシャツに運動靴みたいなものを履いて現れるのは

どうなのかなとも思うのですけれども、今日はこの

講演会の後、この立教大学の中にはびっくりするぐ

らい立派な、私たちがやっているスポーツ、フリー

クライミングの授業で使っている立派なクライミン

グの壁がありまして、その壁を使ったちょっとした

体験、目の見えない人たちのクライミングの体験と

いうことをさせていただこうと思っています。この

クライミングの壁が 1 つあることで、目の見えない

人との接し方の体験とか、ちょっとした気づきのき

っかけというものもできまして、今日はぜひこのお

話を聞いた方、多くの方がそのままそこに来ていた

だけたらうれしいなと思っています。さっき聞いた

ら、施設に入るのにいろいろ手続きがあるそうで、

私の話を聞いた後に、気が変わって、「あんたがそん

なふうに言うなら、じゃあちょっとやってみようか

な」なんて思われた方がいらっしゃれば、ぜひ先ほ

ど通られてきた受付のところで、クライミングを体

験してみたいのだけれどもということで、ぜひお申

し出いただいて、一緒にクライミングできたらいい

なと思っています。 

 そんなわけで、私もこんなＴシャツと運動靴と、

クライミングをする格好で今日はお話をさせていた

だこうと思いますので、身なりに関してはご容赦い

ただければと思っています。どうぞよろしくお願い

いたします。 

 

■自己紹介・視覚障害について 

 これから、今ご紹介にあずかりました、私、小林

のことを 40、50分お話しさせていただこうと思いま

す。今、私は NPO 法人モンキーマジックという団体

の代表をさせていただいていまして、主に視覚障害

の方を対象としてフリークライミング、岩や壁を登

るスポーツの普及の活動をさせていただいているの

ですが、一体なぜそんなことをするようになったの

かというようなあたりをお伝えできればと思ってい

ます。 

今日は学生さんもたくさんいらっしゃっていると

いうことなのですけれども、私は大学生のころ普通

に目が見えていて、普通に車を運転し、自分が目の

病気になるなどということは考えもしていなかった

のですよね。ちょっとそんなころのお話などもさせ

てもらいたいと思っています。 

 今日は、今、永島さんのほうからもお話がありま

したけれども、このしょうがい学生支援室の学生が

やっている、知らない方にとっては聞き慣れない名

前も今、聞こえてきました。例えば、「ガイドヘルプ」
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とか、「パソコンテイク」とか。私は自分がこういう 

障害者となって生活するようになるまで、聞いたこ

とがなかった言葉ばかりです。「パソコンテイク」と

言われて、何のことやらさっぱりわからないという

方ももちろんいらっしゃると思うのですよね。今、

私から見て右手、皆さんから左手のほうで、カチャ

カチャカチャカチャと音がして、私がしゃべってい

ることが横の画面にずっと出ているのですけれども、

こうして聴覚障害、難聴の方、耳の聞こえにくい方

が、しゃべっていることを目で見て理解できるよう

にということで、しゃべっていることを文章にまと

めて画面にあらわすことで、同じ場所を共有できる

ように、情報保障しようということの 1 つが、この

「パソコンテイク」、「ノートテイク」とかいうのだ

そうですけれども、間違っていたらごめんなさい、

多分合っていると思いますが。そんなようなことを

しながら、さまざまな障害を持っている方も場所が

共有できるようになっています。 

 

 では、今日は最初に、私は目が見えない視覚障害

なのですけれども、視覚障害について、ちょっと最

初に考えてみたいと思います。今いらっしゃってい

る方の中で、学生さんはどのぐらいいらっしゃいま

すか？もしかしたら、手を挙げていただいているの

かもしれないですけれども、私には手が挙がってい

るのかどうか、わからないのですね。ぜひちょっと

頑張ってアピールしていただきたいのですが。この

中に学生さんはどのぐらいいらっしゃいますか？ 

＜会場より多数の「はい」という声＞ 

小林／ ありがとうございます。何かちょっと気持

ちが伝わった感じがあって、うれしいですね。では、

ちょっと 1 枚目のスライドを見ていただきたいと思

います。私は東京の武蔵野市というところに住んで

います。吉祥寺のあるところです。その隣の駅、西

荻窪というところが私の最寄り駅なのですが、ここ

に出ている写真は、私の住んでいる西荻窪駅の構内

の写真です。この写真を見てもらって、視覚障害者

にとって優しいものって何、ということを一緒に考

えてもらえたらうれしいなと思います。学生さん、

私が聞く限り、後ろのほうからとこちらのほうから

と声が聞こえた感じがするのですが、一番向こうの

列の後ろから 2 番目ぐらいの方、いらっしゃいます

か？学生さんですか。ありがとうございます。どう

でしょうか、この写真を見て、視覚障害者に優しい

ものというのは何だと思いますか？黄色いブロック、

手すり。ありがとうございます。では、もう 1 人ぐ

らい。こちらのほうにも学生さん、いらっしゃいま

したか？男性の方ですか、いらっしゃる。ありがと

うございます。どうでしょうか。今もう 2 つ、黄色

い点字ブロックと手すりとおっしゃっていただいた

のですけれども。とられてしまった感じですか？点

字ブロックの前にあるクッション材、階段のところ

にあるやつ。なるほど、ありがとうございました。 

 今、全部で 3つ出たのですけれども、そうですね、

黄色い点字ブロック。だいたい僕はこの点字ブロッ

クに白い杖を当てて歩いていくと、改札口のほうに

連れていってくれたり、階段のほうに連れていって

くれたり、あとはだいたいトイレの前に連れていっ

てくれたりで、大変に助かります。それから、手す

りがあると、手すり沿いに歩いていけば、踊り場と

かがわかりやすかったりしますし、今おっしゃって

くれたクッションみたいなものというのは、黄色と

黒のテープみたいな物ですね。あれはクッションみ

たいになっていないのですけれども、目印として、

目が全盲ではなくて、弱視、ロービジョンといわれ

るような、目が見えにくい皆さんが、ああいうテー

プがないとグレーの階段が全部坂道みたいに見えて

しまうような方もいらっしゃるそうで、そういう方

たちに階段であることがわかるようなテープだそう

です。ありがとうございます。さすが立教大学の皆

さん、お目が高い、よく見つけていただきました。 
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 視覚障害に優しいものとは何か。私はちょっと意

地悪な質問をして、この写真を見て何がありますか

と聞いたのですが、実は、私たち視覚障害者にとっ

て優しいものというのは、今挙げていただいた点字

ブロック、手すり、テープだけではなくて、駅の改

札口の上からは、いつも「ピンポーン」と音がして

いて、Suicaを「ピピッ」とタッチする音が聞こえて、

その音で、ああ、あっちのほうに改札口があるのだ

なということがわかったり、トイレの近くに行けば、

「ザーッザーッ」と水の流れるような音がして、「向

かって右が女性用、左が男性用、真ん中に多目的ト

イレがあります」と音声で案内をしてくれます。そ

れから、ホームに上がれば、「ピヨピヨピヨピヨ」、

鳥の声がしています。鳥の声で、皆さんの駅の朝晩

のラッシュ時の殺伐とした駅を優しくしてくれてい

る、たしかにそうなのですけれども、それだけでは

なくて、実はあの鳥の声の真下あたりに、だいたい

階段があります。僕らがホームに出たときに、どこ

に階段があるのかわからないのですけれども、あの

鳥の声を頼りにすることで、駅のホームの階段の場

所を教えてくれたり、というようなことがあります。

つまり、目の見えている皆さんの目に映るものだけ

が全てではなくて、目の見えない私たちにとっては、

耳を頼りにしていることが実にたくさんあるのだと

いうことを知っておいていただきたいなと思います。

今日もぜひ皆さん、駅に行かれたら、目をつぶって

切符を買ってみてください。最近、タッチパネルで

すよね。しかも最近は Suica ばかりだから、なかな

か切符を買うことはないと思うのですけれども、あ

のタッチパネルは、私たち目の見えない人間にとっ

ては切符を買うのは非常に難しいです。ところが、

硬貨、コインを入れるところのすぐ上に小さい電卓

のテンキーみたいなものが付いていまして、そこに

米印、アスタリスクマークというものがあります。

だいたい一番左の下のところですけれども。そこを

押してもらうと、あの自動券売機はしゃべり始めま

す。声で切符を買うことができるようになっている

ので、ぜひ帰りは皆さん、声で切符を買って、駅の

音探検をしてみていただけたらいいなと思います。

見えているものだけが全てではないというような感

じでしたね。 

 次に行きます。では、その視覚障害なのですけれ

ども、全く見えない人もいれば、実は結構、見えて

いる人もいて、その人たちを総まとめにして視覚障

害というのですけれども、では、見えにくい人と全

く見えない人がいるといいますが、ちょっとその例

を見ていただきたいと思います。今、写真が 1 枚だ

け出ていると思いますが、私たちの教室での 1 枚で

す。いわゆる視力がいいという方、それから、眼鏡

やコンタクトなどで矯正している方はこんなふうに

見えると思います。ピントが合って、きれいな写真。

私たちがクライミングの教室をやっているときの 1

枚です。これが、例えば、病気が原因で視力が矯正

できない方などは、こんなふうににじんで見えたり、

というような方がいらっしゃると思います。眼鏡や

コンタクトを外したらこんなふうに見えるという方

は結構いるのではないかなと思います。 

 その次は、霧の中にいるような感じですね。白内

障という病気を聞いたことがあるかもしれません。

こんなふうに霧の中にいるような感じです。部屋の

中の蛍光灯などもとてもまぶしくて、部屋の中でも

サングラスをかけたいという方もいらっしゃるよう

な感じです。 

 その次は、まわりからだんだん見えなくなって、

真ん中だけ見えている見え方の人。ちょうどサラン

ラップとかトイレットペーパーの筒を両目に当てて

まわりを見ているようなイメージです。見えている

ところにものがあるとよく見えるのだけれども、ま

わりが見えないので、ものを見つけるのが大変。杖

を使ったりしないと難しいのですが、自分の力で歩

くことはできるのですけれども、やっとの思いで見
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つけたベンチに座ると、突然、小説を読み出したり

とか。「あれ、あの人、見えているんじゃないの？」

そう、見えているところもあるのです。例えば、目

の中心だけ見えているような見え方ですね。 

 その次、最後は、目の中心部が見えない見え方で

すね。こういう見え方の場合ですと、まわりはよく

見えている部分があるので、歩行、自分で歩いたり

というのは比較的できるのですけれども、目の中心

部というのは、人の顔を判別したり、字を読んだり

する部分。それが使えないので、情報を獲得するの

が難しいといわれています。私はこの最後の見え方

から病気がだんだん進行していきまして、今は明る

いところがあるのがわかるというような見え方です。

ですので、皆さんのちょうど背中側のところに明る

い窓があるのと、さっきからこっちのほうに何か明

るいのが、窓なのか何かあるのがわかっているかな、

ぐらいが今の私の見え方です。視覚障害の見え方は

さまざまなのですけれども、障害者というのは日常

生活を送るのに矯正がきかなくて、日常生活を送る

のが困難な方たちと認識していただけたらいいです。

だいたいコンタクトレンズとか眼鏡をしている人た

ちというのは、「外したら、私、障害者だし」と言わ

れる方が多いのですけれども、おっしゃるとおりな

のです。外したらそうなのですけれども、つけたら

よく見える。その矯正ができて、日常生活が送れる

というのが大きな違いなのかなと思います。 

 ですが、先ほどお話ししたように、私も昔はよく

見えていました。今まさかこんなふうになると思わ

なかったのですけれども、では、ちょっと子どもの

ころのお話などをしてみたいと思います。 

 

■クライミングとの出会い 

私は今、46 歳です。小学生、中学生ぐらいのとき

というのは、スポーツ、体育、運動というのがとに

かく苦手、嫌いでした。もうかけっこすればビリだ

し、ドッジボールとか、そういうのをやれば自分が

原因で自分のチームが負けるというような、ものす

ごくマイナスのイメージがあって、できないから楽

しくない。楽しくないから、では、練習するとか頑

張ればいいのですけれども、楽しくないからやらな

い、やらないからまたできないというふうな、もう

ぐるぐる、ぐるぐるマイナスの渦の中に生きている

ような感じだったので、こういった体育、スポーツ

だけではなくて、勉強とかも本当にコツコツ頑張れ

ない子だったのです。自分のやりたいことも見つか

らないし、夢とかもないし、そういう先が見えない

生き方をしていました。たまたま高校 2 年生のとき

に、本屋さんで立ち読みした雑誌、『山と渓谷』とい

うのが、アメリカから入ってきた新しいスポーツ、

フリークライミングを始めよう、こんな特集をして

いました。これを立ち読みして、面白そう、これだ

ったら誰かと競争してビリになることもないし、誰

かと勝ち負けを競ってチームプレーの中で自分が原

因で負けることもないし、これだったら自分にもで

きるかもと思って、その世界に飛び込みました。や

はり自分でも何か夢中になれるものがあったらいい

なというふうな気持ちがあったのだと思います。 

 それで、その教室に入ったところ、このスポーツ、

フリークライミングという岩を登ることの魅力もそ

うですし、自然の中で過ごすことのすばらしさ、ま

わりは大人たちばかりでしたので、高校生という小

さなコミュニティーが一気に広がった感じ。そんな

すばらしさにあっという間に魅力に取り憑かれて、

私はこのフリークライミングにどんどん夢中になっ

ていきました。 

 高校を卒業して大学に上がってからも、僕は、こ

んなことを大学で言うのはよくないですけれども、

ろくに学校に行かずに、大学はもう寝に行くような

場所で、アルバイトばかりして、お金をためて海外

にクライミングに行ったり、そんなような生活をす
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るようになっていました。映っている写真は、オー

ストラリアに海外にクライミングをしに行ったとき

の 1 枚、もう夢中になっているころの 1 枚です。や

っと見つかった夢中になれるものというような感じ

でした。 

 大学を出ますと、私は最初、旅行会社に就職をし

まして、3年ほど経ちますと、アウトドアの洋服を売

る会社に転職しました。そこで、半年、1年もしない

うちに、お客さん向けのアウトドアの教室とか、ツ

アーとか、そういったようなものの運営の責任者を

やりなさいということで、そこから忙しくも大変魅

力的な仕事をやらせてもらうことになりました。本

当に充実した時間を過ごせたのですけれども、クラ

イミングは、自分の休みは岩に張りついているよう

な感じで、仕事といえば、写真に出ているような、

カヌーの上に乗っていたり、テントの上で寝ていた

り、自転車をこいでいたり、そんな魅力的な生活、

本当に充実した時間でした。 

 

■突然の失明宣告 

 そんなある日、私は車を運転していたときに、何

となく目が見えづらいな。夕暮れ時とか、雨の日と

か、やたらにじんで見えたり、対向車のライトがや

たらまぶしく感じたり、そんなことを感じたのです。

時代は、Windows95などというものが出てきて、アウ

トドアのガイドの仕事をしていた私にも、企画書や

ら報告書やら出せということで、パソコンを打つよ

うな時間も出てきて、ああ、目が悪くなってきたか

ら、眼鏡屋に行けばいいんだなと考えるようになり

ました。私はそれまで小学生のときから、視力 1.2、

1.5ぐらいでずっときていたので、視力がいいという

のが自慢の 1つでもありました。 

 私は生まれて初めて眼鏡屋に行くのですけれども、

機械で視力を測ったら、眼鏡屋のおじさんが、「小林

さん、視力がうまく機械ではとれないので、眼科に

行って精密検査をしたほうがいいですよ」というこ

とになりまして、私は生まれて初めての眼鏡屋、そ

して生まれて初めての眼科を訪ねることとなりまし

た。 

 眼科に行ったところ、私の目をのぞき込んだお医

者さんはすぐに、「小林さん、病気の疑いが強いです。

精密検査をしましょう」ということで、精密検査を

したところ、結果が出ました。「あなたは遺伝を原因

とする目の、網膜の病気です。この病気の治療方法

はなくて、病気は進行していき、あなたは近い将来、

失明します」という診断を受けました。私が 28歳の

ときでした。クライミングに出会ったのが 16歳、高

校 2 年生のとき。その後、大学、就職、その後も大

変充実した時間を過ごさせてもらっていた中に、突

然、「将来失明します」という宣告。私は、最初、自

分のこととして聞けないような感覚すらあったのを、

とてもよく覚えています。とはいえ、私が住んでい

る街は東京、有名な大学病院もたくさんあって、こ

の先生は治らないというけど、どこかに行ったら治

るのではないかなと思って、幾つかの大学病院を回

ったのですけれども、どこに行っても言われること

は、同じ「治せません」、「あなたは将来失明します」。

そのうち、お医者さんに対しての、医療に対しての

失望感がどんどん大きくなっていって、この人たち

は自分の目の中をのぞき込もうとするけれども、私

の心の中をのぞき込もうとはできない人たちなのだ

な。先生、治せないのは分かったけどさ、俺、この

先どうやって生きていったらいいの。こんなような

ことをいつもいつも抱きながら、でも、ベルトコン

ベアのように診察する病院に対して何も聞けずに家

に帰る。そんなような時間が繰り返されました。 
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 そんなとき、僕の友達が、「おまえさ、あそこの病

院がいいらしいんだよ。行ってこいよ」、もういいよ、

どうせどこへ行っても同じなのだからというような

話をしていたのですけれども、なだめすかされ、そ

の病院に行ってみました。そうしましたところ、そ

この病院は確かに今までの病院とは何かが違った。

そこで会った眼科医さんは、私の目のことのその先、

心の中の不安に耳を貸そうとしてくれる眼科医さん

でした。その先生に、「小林さん、この先にロービジ

ョンクリニックというのがあるから、そこの予約を

入れて帰って」。聞き慣れない言葉だったのですけれ

ども、この先生なら信頼できるかもというやり取り

があった私は、そのロービジョンクリニックという

ものの予約を入れて、次に再びその病院を訪れて、

そこで治せない目の病気、そして障害者となる暮ら

しについて相談ができるケースワーカーと呼ばれる

先生たちに初めて会うこととなりました。そこで私

は自分の不安を、その先生にぶつけるわけです。先

生、私の目の病気は治せないと言われました。この

病気はどんどん進んでいって、できないことがどん

どん増えてきています。確かに車の運転免許も返し

ましたし、大好きだった新聞や雑誌も読めなくなり

ました。次は何ができなくなるのですか。そのでき

なくなる日のために、どんな準備をして生きていっ

たらいいのですかというような話をしたところ、そ

の先生には、「小林さん、これから何ができなくなる

のかと言われても、私たちはあなたにできることは

何もないですよ。もっと大事なことがあるでしょう。

大事なことは、これからあなたが、何ができなくな

るのかではなくて、あなたが何をしたいのか、どう

生きていきたいかなのですよ。そのあなたが何をし

たいのか、どう生きていきたいのかがあれば、私た

ちも、まわりの人も、社会の仕組みもあなたの生き

方を支えてくれるはずですよ。もっと自分の人生を

生きなさい」と声をかけてくださいました。病気が

わかってから 3 年ほどの時間がたっていました。出

口の見えないトンネルの中をさまようような時間が

過ぎて行ったのですけれども、その過ぎていく時間

の中でもがき苦しんではいたのですけれども、先生

の「あなたが何をしたいのか、どう生きていきたい

のか。それが大切」というような言葉をもらって、

肩にずっしりと乗っていた重い荷物を下ろさせても

らったような感覚すら覚えた出会いでした。 

 

■再びクライミングの世界へ 

この先生との出会いの後、私はアメリカの友人の

結婚式に誘われて、コロラド州を訪ねました。私の

ことを空港に迎えに来てくれた友人は私にこう言い

ます。「コバちゃん、目の病気なんだって？知ってい

る？アメリカにはさ、全盲でエベレストに登った人

がいるんだよ」。私はものすごい驚きを受けました。

全盲で全く目が見えない、その人は両目とも義眼だ

と聞きました。全盲の人が、世界の登山家が 100 人

単位で命を落としているエベレストに登った。しか

もその人はエベレストだけではなくて、世界 7 大陸

の最高峰全部に登っている。私の驚いている姿を見

て、その友人は、そのエベレストに登ったという彼

が出している本を買ってくれました。このスライド

に出ているのが、その本の表紙です。本のタイトル

は『Touch the Top of the World』、本の著者はエリ

ック・バイエンマイヤーさん。私は日本に帰ると、

この本からインターネットで彼のホームページを見

つけ出して、そこに書かれていたメールアドレスに

メールを送ることにしました。私にとっては、視覚

障害者という生き方について少しずつ視点が変わっ

ていきはしたものの、そうは言っても視覚障害がで

きることは限られているのではないかなと思ってい

たのですが、ものすごいショックでした。目の見え

ない人がエベレストに登れるということとの出会い

は、自分が思っているよりもはるかに、目が見えな
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いというのはいろいろなことができるのではないか

ということへの気づきだったのです。私はこの人の

ホームページを見つけて、Eメールアドレスを見つけ

て、彼にメールを送りました。私は日本に住んでい

る視覚障害者です。あなたに会ったからって何があ

るかわからないけれども、とにかくあなたに会って

みたいのですというようなメールを送ったら、彼か

らは丁寧な返事が来て、この月とこの月だったら遠

征がないから、自分の自宅にいるから、こっちまで

来てくれるのだったらきみに会えるよということだ

ったので、私は喜び、アメリカ行きの飛行機を手配

して、再びアメリカに行き、エリックさんに会うこ

とにしました。 

エリックさんに会ったとき、この日たまたま彼に

はテレビの取材もあり、一緒に岩場に行き、クライ

ミングをする機会を得たのです。その分、過ごした

時間も長く、いろいろな話をすることができました。

話をしてみると、彼は私と同い年、同じように視覚

障害で、そしてアウトドアやクライミングの世界を

こよなく愛しているということがわかりました。私

たちが親交を深めていくのには時間はかかりません

でした。私は彼に、日本で自分と同じような視覚障

害の人にクライミングを伝える仕事をしたいのだけ

れども、どう思うかと聞いたところ、彼は、「アメリ

カではたくさんの障害者がクライミングを通じて、

自分に自信や新しい可能性を見つけたりしているよ。

もし日本でそういうことがされていないのだったら、

それはきみの仕事じゃないのか」と、自分が始めら

れるのではないか、自分だからできるのではないか

というような背中を押されるような言葉をもらい、

私は日本に帰ってくることとなりました。 

このエリックさんとの出会いは、その後の私の人

生に大きな出会いと視野を広げるきっかけともなっ

ていきます。この後、写真が何枚か出てくるのです

けれども、1 枚目は、そのエリックさんと 2005年に

アフリカのキリマンジャロに登ったときの1枚です。

彼は、世界に住む彼の知人の視覚障害者に声をかけ

て、ともに目標を達成しようというプロジェクトを

立ち上げて、そのプロジェクトでキリマンジャロに

登ったのですけれども、一緒に山頂まで行けた視覚

障害とみんなの 1枚です。 

この中で1人、アフリカ系の人がいると思います。

彼はケニア人の視覚障害者です。2001年 9月 11日、

ニューヨークで同時多発テロがありました。さかの

ぼることその 3 年前、1998 年のことです。アメリカ

大使館、ケニアのナイロビと、その隣国、タンザニ

アのダルエスサラームという首都にあるアメリカ大

使館が、ニューヨークの同時多発テロを起こしたの

と同じウサマ・ビン・ラディンたちのグループによ

って大きな同時多発テロを引き起こされて、アフリ

カで 380 何人という大きな命を落とすテロがありま

した。このアフリカ系の彼は、当時、ヤマハの日本

法人に勤めていたそうで、毎朝の出勤で同じように

アメリカ大使館の前を運転してヤマハに向かってい

たとき、大きなトラックがものすごいスピードでア

メリカ大使館に入っていくのを見たそうです。その

後、ストロボ、カメラのフラッシュが光るような光

を見て、光が落ち着いたときに、トランシーバーを

握った肘から先だけの手が自分のほうに飛んでくる

のを見たのが世の中で最後に見たものだそうです。

彼はアメリカ大使館の爆発に巻き込まれ、そのあと 

1週間ほど病院のベッドで意識を失い、意識が戻った

ときには視力を失っていたという人でした。 

さまざまな原因で、さまざまな環境で暮らす人が

いる。彼は、アフリカに平和をもたらしたい。血で

血を洗うようなことから生み出されることは何ひと

つないということを強く訴えていまして、自分にで

きることは何かということを強く考えている人でし

た。とても強い意志というものに刺激を受け、外国

には、日本にいたらやはり知ることができない人た

ちとの出会いがあるのだなということに気づきまし

た。 

 

■NPO 法人 モンキーマジックの活動 

そんなエリックさんとの出会いの一例だったので

すけれども、彼はそういういろいろな人たちとの出

会いを持っている反面、やはりひとつひとつ地道に

自分の活動もしていて、そんな中から、私に、「コバ、

それはおまえの仕事だよ。視覚障害のみんなにクラ
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イミングの機会をつくろうぜ」と言ってくれた結果、

私もコツコツと NPO モンキーマジックの活動を広げ

ていくことになります。その写真が幾つかあるので

すけれども、ここにある 1枚は、子どもの教室での 

1枚です。これは明治大学さんが持っているクライミ

ングウォールを、彼らの社会貢献活動として、私た

ち NPO モンキーマジックの子どもの教室、盲学校に

通う子どもたちの教室用に貸し出してくださってい

まして、そこでやっている教室の 1 枚です。彼女、

当時、小学校 3 年生だったかな、やはり一生懸命、

自分の手で握って登っていくというスポーツが大好

きで、今でもクライミングを、たまにですけれども、

やってくれています。もう中学生になっています。 

次は、モンキーマジックの活動、普段やっていま

すけれども、室内の教室、ツルツル頭の方は 50代の

全盲の方ですね。それから、自然の岩場での教室な

ども開くようになっていますし、それから、こんな

中高年の教室なども開いていまして、全部、女性の

方たちでしたけれども、パワフルな 70代の方から 50

代の方まで、いろいろな視覚障害の方と一緒にクラ

イミングをしたり。それから、ある視覚障害の方が

暮らしている、入所型の支援施設の皆さんを対象と

して、視覚障害の皆さんの生活向上、クオリティ・

オブ・ライフなどといいますけれども、質の向上に

クライミングというもの、自信とか可能性というお

話をしましたが、そんなものがどういいのかという

ことを調査研究しながらやるようなプログラムもお

こなったりしています。 

 

 

■「期待」と「希望」 

このような自分たちの教室もそうですし、それか

ら、私自身にしても、新しい出会いもその後も広が

りました。ここに出ているのは、私の大切な友人の

一人で、スペイン人の片足のクライマーです。彼と

一緒にフランスでボルダリングをしたときの 1 枚な

のですけれども、彼は、16 歳のときにオートバイに

乗っていて交通事故でトレーラーに脚をつぶされて、

今、片足になってしまっているのですけれども、す

ごく強いクライマーです。彼は仕事をあまりしてい

なくて、トラックで生活しながらクライミングをし

ているのですけれども、僕に、一緒にキャンプしな

がら、「なあ、コバ。人生にはさ、大切なものってあ

るだろう」って言うわけです。おまえ、何の仕事を

しているのと聞いたときに、「仕事よりも大切なもの

があるだろう」ということを突きつけられた。そん

なような自分の中での哲学は、すごく持っているみ

たいで、私などは聞いてしまうと、だからおまえら

の国は破綻するんだよと思ってしまうのですけれど

も、でも、スペイン人としてクライミングというも

のに人生を本当にかけている友人でもあります。 

そして、次は今年、最初に先ほどご紹介いただき

ましたけれども、先月 9 月にスペインで開かれまし

た世界選手権での 1 枚です。表彰台に立っているの

ですけれども、私はこれでも 1 番なのです。ですけ

れども、2位のフランス人は身長 195センチぐらいあ

って、3位の彼はイタリア人で、身長 185センチぐら

いあって、これでも 1 位なのですよ。そんなような

感じで、小学校、中学校のころは私のお話ししたと

おりだったのですけれども、スポーツ嫌い、体育嫌

い、いいところなしというような感じだった私が、

まさかこんなスポーツの世界で、外国で表彰台の一

番上に立って、「君が代」を聞くというようなことが

できるなどということは、想像もしていませんでし

た。人生何が起こるかわからないなと思います。 

「期待と希望」と出てきたと思います。皆さんに

とって期待と希望の違いというのは何ですか。頭の

中にいろいろな言葉がそれぞれ思い浮かぶと思うの

ですけれども、私にとって期待と希望の違いは、期
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待は読んで字がごとく、何かいいことがあったらい

いなと待っている。希望は、望みに向かって自ら歩

き進んでいくというような意味だと考えるようにし

ています。確かに私の人生の中では、目の障害とい

う点でいろいろなことが起きました。ただ、自分で

次の何かに向かって、小さなことでもいい。例えば、

エリックさんに会いたいと思ってメールを1通出す。

そんなようなことからひとつひとつ変化は起きてき

ました。そこに居続けても変化は起きなくて、やは

り自分の足で歩いていくことこそ、変化をもたらし

てくれるのかなと思うようになりました。 

 

■見るべきものは、何 

「見るべきものは、何」ということなのですけれ

ども、自分の中で昔は考えたことがなかった障害者

というようなものの中で生きるようになって、今は

社会とのつながりをこんなふうに考えるようになり

ました。まず、障害を持っている人たちとのかかわ

りで考えたときに、多くの、あまり障害者との接点

のない人は、私たち自身のことをなかなか見てくれ

ません。例えば、「白い杖を持っている人」とか、「あ

の電動車いすに乗っている人」とか、どうしてもそ

の人ではなくて、杖や車いす、そんなようなものに

人は目がいってしまいがちだと思います。そうでは

なくて、その人自身を見る力というものが、この社

会には必要なのではないのかなと思います。 

他方、では、障害を持っている私たち自身はどう

かというと、それぞれさまざまな個性があると思い

ます。それぞれの個性を生かして工夫、自分自身の

工夫をこらして、その中から可能性を広げる力をみ

ずから持つということが大事なのではないかなと私

自身は思うようしています。 

皆さんにお配りした、私たち NPO 法人モンキーマ

ジックのリーフレットの表紙に、「見えない壁だって

越えられる」と書いてあると思います。見えない壁

は、誰もが心の中に持っているものだと思います。

それを越えるのも、あきらめるのもその人自身でき

ることだと思います。私たちがやっているクライミ

ングというスポーツは、あきらめるのも、進むのも、

工夫をこらしてみるのも、見方を変えてみるのも、

その人自身の力だと思います。ぜひ私たちのコンセ

プト「見えない壁だって越えられる」という言葉の

中に込められているものを、クライミングを通じて

体感してみていただいてもいいですし、また、社会

の中を違う見方で見てみることのきっかけとしてい

ただけたら、うれしいなと思います。 

最後です。これは私が大学生のときにアルバイト

をして行った、アメリカのヨセミテ国立公園という

ところです。世界で一番大きな岩があるところなの

ですけれども、そこで 1 ヶ月ほどキャンプをしなが

ら、ロッククライミング、フリークライミングをし

ていました。3年ほど前に、そのヨセミテ国立公園に、

もう一度あの岩を登りたいと思って戻ったのですけ

れども、目標としていたところは登れませんでした。

私は世界選手権で金メダルをいただいたり、自分が

届けたかったクライミングを同じような障害の人た

ちに届けるいろいろなものを実現してきたのですけ

れども、自分自身の中ではまだまだやりたいことと

か、届けたいものがたくさんあるなと思っています

し、自分自身、3年前に登れなかったヨセミテの岩に

もう一度登りに行ったりしたいなと思っています。

できなくなることを指折り数えるのではなくて、自

分のやりたいことやできることを指折り数えたりす

ることのすばらしさや、できなくなってしまったこ

とのやり方を変えていく、やり方を考えることの面

白さとか、そんなものと向き合って、これからもま

だまだいろいろなことをしていけたらいいなと思っ

ています。 

小林からは以上です。ご静聴いただきまして、あ

りがとうございました。 
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■質疑応答 

司会Ｂ／ 小林さん、ありがとうございました。困

難な状況の中でも、エリックさんに会ったり、モン

キーマジックを設立したり、すぐに行動に移すこと

の重要さをすごく勉強させていただきました。また、

僕自身も障害を持っているのですけれども、やはり

希望を持つことを忘れずに、その障害の中でも工夫

して行動しなければいけないと実感しました。 

  

では、質疑応答に入りたいと思います。発言され

る際には、お名前、学生の方は大学名、学部、学年

をお願いいたします。また、スムーズな情報保障の

ために、ゆっくりはっきりと発言をお願いいたしま

す。質問の方の席には、スタッフがマイクをお持ち

いたします。ご質問のある方、いらっしゃいますか。 

＜司会者が小林さんに耳打ち＞ 

小林／ さっき打ち合わせのときに、この質疑のと

きにたくさん手が挙がったら、どんな方から指した

らいいですかというご質問を司会のおふたりからい

ただいたのですけれども、私は即答で、「かわいい女

の子にしてください」と言ったので、今、そんな話

になりました。では、男性の方お願いします。 

参加者Ａ（本学学生）／ ごめんなさい、かわいく

もなく、かっこよくもない男の子です。立教大学法

学部法学科 3 年のＡと申します。ご講演ありがとう

ございました。1つ質問させていただきたいことがあ

るのですけれども、先ほど盲学校の生徒だったり、

中高年の方、結構幅広い世代の方にクライミングの

講座をされているというお話があったと思うのです

が、その方々がそれを経て、何か新しく見つけたり

とか、明るくなったみたいな、何か変わったことが

あるエピソードがあったらお伺いしたいなと思った

のですが、そういうのはありますか。 

小林／ ありがとうございます。特別ある人がどう

ということよりも、共通しているなと思うのは、や

はり皆さん「できないと思っていた」という方が多

いのです。例えば、ご本人たちだけではなくて、ま

わりにいらっしゃるご家族とかもそうなのですけれ

ども、やっぱりこんなことはできないと思っていま

したと。でも、やはり自分の中でできるということ

の発見の喜びとか、自分でできないと決めつけてい

るのだなと気がつきましたとか、そういうようなこ

とをおっしゃる方が結構多いです。やはりその先、

では、それが日常生活にどうなっていったかという

のは、やはり言葉にしてくださる方もいれば、そう

でない方ももちろんいらっしゃって。でも、結構言

葉にして「見方が変わりました」という方もいらっ

しゃいますし、お子さんたちで言うと、落ちそうに

なったら簡単に手を離さないで、でっかい声で「絶

対にできる」と言ってから、もうちょっと頑張って

みようと言っているのです。親御さんたちに伺って

みると、障害を持っているお子さんたちは「お姫様、

お殿様」だと。すごく手厚く保護をされている障害

者、障害を持っているお子さんが多いから、そんな

中、悔しがったりとか、自分の力で頑張るという経

験をすることすら少なくて、そんなお子さんたちが

自分たちの中で頑張ることを発見していますよと。

言葉にはならないけれども、そういう姿がはっきり

あるのですということで、感謝をいただけたり、と

いうことはあります。 
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参加者Ａ／ ありがとうございます。 

小林／ ありがとうございます。 

司会Ｂ／ ありがとうございました。ほかにご質問

のある方はいらっしゃいませんか。それでは、手前

の女性の方。今マイクをお持ちいたします。 

一般参加者Ｂ／ すみません、またかわいいとはち

ょっと言い切れない女性です（笑）。 

小林／ 自分で言えないですよね、ありがとうござ

います。 

一般参加者Ｂ／ 先ほどちょっとお話しさせていた

だいた○○の母です。息子は7歳なのですけれども、

去年クライミングに出会ってから、この 1 年間、も

うクライミングが大好きで、大好きでしょうがない

という感じがすごく伝わってきて、母としては小林

さんのように、大好きなものを長く、長く続けて、

その中でいろいろな人と出会ったり、いろいろな経

験をしてほしいなと思っているのですけれども、そ

ういう大好きなものに出会って、長く続けるために

何が一番大きかったのかなというのをお聞きできた

らなと思います。 

小林／ ありがとうございます。○○くん、小学校 

2年生と先ほど伺って、一緒に写真とか撮らせてもら

ったのですけれども、これからたくさんいろいろな

人生を歩んでいくのかなと思います。私の人生を振

り返ってみたときに、なぜ 1 つのクライミングが続

けられたのかというと、このスポーツそのものの魅

力もそうなのですけれども、人生の中でクライミン

グだけがすべてではなかったというのが大きかった

かなと思うのです。自分の中でクライミングが中心

にあったのですけれども、例えば、仕事も充実して

いましたし、クライミング以外の友人関係もたくさ

んありましたし、外国に行くということは、クライ

ミングをしに行くためだけではなかったし、自分で

旅行したりもそうでしたし。やはり何か 1 つを続け

るためには、それだけをやっていると、当然ですけ

れども、人間、波があるので、気持ちがすごく向い

ているときも、沈んでいるときも、気持ちが離れる

ときもあるので、でも、やはりそこが常に自分の人

生の中心であり続けるためには、それ以外の、人と

しての幅を持てていたほうがいいのかなと思うので、

クライミング以外の物事にも興味や関心を持てると

いうことがとても大切なのではないかなと思います。

○○くんがこれから成長していく過程で、ほかのい

ろいろなスポーツをやってみるのも大事だと思いま

すし、ほかのどんな仕事に就くのかということでい

ろいろなものに興味を持つのも大事だと思います。

でも、クライミングはどんなことをやっていても、

プロのスポーツ選手がセカンドスポーツとしてクラ

イミングをやったり、多くの大人たちがストレス解

消としてクライミングをやっていたり、いろいろな

人がいます。なので、クライミングはどんな環境で

も続けられるスポーツであるということがすばらし

いと思うので、ぜひそれ以外のいろいろなものに関

心を持ってもらえたらうれしいなと思います。 

司会Ｂ／ ありがとうございました。ほかにご質問

のある方はいらっしゃいませんか。それでは、左の。

今マイクをお持ちします。 

参加者Ｃ（本学学生）／ こんにちは。現代心理学

部映像身体学科 3 年のＣと申します。小林さんがク

ライミングをする際に、目が見えなくてもどのよう

に登る崖を理解して、どのように登るのか。その体

の使い方について自分は興味をもっています。どう

いう考えをもって実際に体を動かしているかという

ことについて、お話をいただけますか。 

小林／ 体の使い方について？ 

参加者Ｃ／ そうですね。実際に登る際の実践的な

考え方といいますか、どのように考えているのかと

いうことについて。 

小林／ クライミングはされたことがありますか。 

参加者Ｃ／ いえ、自分はまだ。 

小林／ ないですか。では、今日このまま行きまし

ょう。 

参加者Ｃ／ わかりました。 

小林／ 結論から言うと、目が見えないから特別体

の使い方が違うとか、目が見えないから考え方が違

うとかいうことはないです。先ほどのお話で工夫を

こらすということはお伝えしたのですけれども、ク

ライミングの中でも全く同じで、与えられているス

タートとゴールは同じなのですね。ここからここま

で、人工の壁でいえば、この石とこの石とこの石だ
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けを使ってゴールまで行ってくださいというのが課

題として出されるわけです。それをどう登るかなの

で、イメージしていただきたいのは、例えば身長 195

センチの全盲の人と、身長 145 センチの普通に目が

見えている方と、上に登る岩登りをしましょう。ど

ちらが有利でしょうかと考えたときに、目が見えな

いと不利で、目が見えれば有利でということもなく

なると思うのですね。そのときに大切なのは、どう

登るかの工夫のこらし方が巧みな人がゴールまで行

けるということだと思うのです。僕はクライミング

というのは、そういうものなのではないかなと思っ

ているので、もちろん肉体的な能力とか筋力とか、

いろいろありますけれども、目が見えないから何か

特別なことをする、目が見えないから特別な体の使

い方をするというのは、あまりないです。あまりな

いというか、ほとんどないと思ってやっています。 

参加者Ｃ／ ありがとうございました。 

小林／ はい。この後、ぜひいらしてください。 

司会Ｂ／ ありがとうございました。ほかにご質問

のある方はいらっしゃいませんか。それでは、一番

後ろの男性。 

参加者Ｄ（本学学生）／ こんにちは。立教大学文

学部史学科2年のＤと申します。今日はお忙しい中、

ご講演ありがとうございます。質問なのですが、私

には祖母がいて、祖母は最近、ここ何年かやること

がなくて、元気がなくて暇そうにしているのですが、

その祖母に新しいこういう、例えばクライミングだ

とか、何かほかのものでも、新しい分野を、楽しそ

うなものを教えてあげたいなと思うことがあります。

そういうふうに考えること、また、そういうときに

どう声をかけたらいいのかということについて、ど

のようにお考えでしょうか。 

小林／ めちゃくちゃ難しい質問ですね。 

参加者Ｄ／ すみません、ちょっと複雑で。 

小林／ いやいや、いやいや。Ｄさん、おばあさま

の年はお幾つかお分かりになりますか。 

参加者Ｄ／ 70過ぎです。 

小林／ 70 過ぎ。私の母と同い年ぐらいかなと思う

のですけれども、私の母が今 73歳です。去年、くも

膜下出血というのをして倒れまして、病院の集中治

療室に 1 ヶ月以上いて、無事退院してきて、今、一

人暮らしをしているのですが、彼女はたまに、私に

もできるかしらと言って、クライミングをします。

私たちモンキーマジックの教室に参加された方で、

一番年上の方は 82歳の視覚障害の男性で、この方が

生まれて初めてクライミングをしたのは81歳のとき

です。やはりご高齢になられて、それこそ多くの方

が、もうできないと諦めていらっしゃることも多い

と思うのです。なので、では、どうしたらその諦め

ていることに興味を持って一緒にやろうと思えるの

かというきっかけがすごく大事なのではないかなと

思うのです。そうなると、大学生のお孫さんとちょ

こちょこ飲みに行くとか、普段聞くことのない話を

聞くとか、誘われてお孫さんと一緒にクライミング

をしに行くとか、そういううれしいきっかけが一番

大事なのではないかなと思うのです。なので、クラ

イミングで言えば、年齢的にできないかというと、

年齢的に既に事例は僕らたくさんあるので、できま

すよと自信を持って言えるのですけれども、やはり

何より大事なのは、「じゃあ行ってみようかしら」と

思えるきっかけだと思うので、そこにはやはり孫パ

ワーは絶大だと思いますから、誘ってあげてくださ

い。 

参加者Ｄ／ なるほど。大変参考になりました。 

小林／ おばあさまは遠くにいらっしゃるのですか。 

参加者Ｄ／ 一緒に住んでいなくて、ちょっと施設

に今入っているので、休暇でないと、あまり会いに

行くことはないのですが。 

小林／ 行ってあげてください。 

参加者Ｄ／ はい、ぜひ。 

小林／ 頑張ってください。 

参加者Ｄ／ はい、ありがとうございました。 

司会Ｂ／ それでは、小林さん、質問された皆さん、

ありがとうございました。ほかにも質問がある方が

いらっしゃると思うのですが、時間の都合上、これ

で質疑応答を終わりにさせていただきます。 

 最後に閉会の挨拶を学生部副部長、コミュニティ

福祉学部スポーツウエルネス学科の安松幹展先生に

お願いしたいと思います。安松先生、よろしくお願

いします。 
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安松／ まず、小林さん、きょうは貴重なお話をあ

りがとうございました。僕はスポーツウエルネス学

科の教員なのですけれども、お話を聞いて、1つ思い

出しましたのが、トロントにありますバラエティビ

レッジという施設です。皆さん、ご存じの方もいる

かもしれませんけれども、いろいろな障害を持って

いる方も、健常者も、高齢者もみんなが同じスポー

ツ施設で一緒にスポーツをしている場所なのですね。

そこでダイレクターの方が言っていらっしゃったの

が、「こういう施設をつくるのは簡単だ。一緒に運営

していくメンタリティーを育てるのが非常に難しい

んだ」とおっしゃっていました。今日お話を聞いて

いても、その人を見る、ですとか、可能性を見ると

いうのは、そういうメンタリティーを育てていくと

いう、そういうところに非常に僕ら自身も宿題があ

って、そこをまさに大学の中で教育していく大事な

視点なのだなということで、大変勉強になりました。

ありがとうございました。 

 そしてあともう 1 つ、長くなってすみません、非

常に面白いお話だったので。「克服」が非常に大事な

キーワードだとおっしゃっていたと思うのですけれ

ども、子どもたちが今、運動から離れてゲームとか

に進んでいるという話で、なぜゲームにみんな熱中

するのかなと子どもたちに聞くと、やはりあれはス

テージごとに克服していくのですよね。ここをクリ

アしていく、ここをクリアしていく。そこに熱中し

ていくわけです。僕にとってはサッカーなのですけ

れども、なかなかサッカーとかでレベルを、ステー

ジを越えていくということはあまりないなと思って、

実はうちの息子も今、サッカーからクライミングの

ほうに徐々に移ってきているのですけれども、何が

面白いのかといったら、やはりできないのができる

ようになるという。ですから、そういううまくレベ

ルを設定して成功体験や克服というところをキーワ

ードにしていくと、熱中させていくことができるの

ではないか。これも健康やウェルネスといったとこ

ろに応用できるのではないかと思って、大変勉強に

なりました。今日は本当にありがとうございました。 

 

司会Ａ／ 安松先生、どうもありがとうございまし

た。この話を聞いて僕が一番感銘を受けたところは、

何かを、壁を乗り越えていくときに、自分で一歩踏

み出すということがすごく大事だと小林さんがお話

しされていたのですけれども、その中でもさらに、

誰かと出会って、それをきっかけにしてさらに一歩

乗り越えていく力としていくという力強さみたいな

ものにすごく感銘を受けました。 

 最後になりますが、お忙しい中、ご講演くださっ

た小林幸一郎さんに、もう一度、大きな拍手をお送

りください。小林さん、本日は本当にありがとうご

ざいました。＜場内拍手＞ 

 

小林／ 先生はじめ、たくさんの拍手もいただきま

して、本当にありがとうございます。最初にお話し

させてもらったのですけれども、今日この後クライ

ミング、特にアイマスクを付けてクライミングを体

験する機会を、大学の先生方の大変なご調整で設け

ていただきました。実際に体験することもそうなの

ですけれども、ご見学いただくだけでも可能だそう

ですので、ぜひご一緒いただくお時間のある方、こ
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の後、3時半集合で 4時からの 1時間です。お時間と

れる方、ぜひご一緒いただけたらうれしいです。受

付のほうで申し込みをお済ませになって、ぜひお越

しください。さっき質問いただいた映像身体学科の

方、来てくださいね。待っています。ありがとうご

ざいました。 

 

司会Ａ／ では、3点ほど事務連絡がございます。 

1つ目は、アンケートに関するお願いです。講演会が

始まる前にお配りしたアンケートへご記入をお願い

いたします。今回の講演会を聞いて感じたこと、気

になったこと、意見など、どんなことでもご記入い

ただければ幸いです。ご記入が終わりましたら、会

場を出たところに回収箱がございますので、そちら

に入れてください。アンケートをお持ちでない方や、

点字のアンケート用紙をご希望の方、アンケートの

代筆をご希望の方がいらっしゃいましたら、お手数

ですが、挙手をしてお近くのスタッフにお知らせく

ださい。 

2 つ目は、このあと 16時より行われます本講演特

別企画についてお知らせいたします。今お話をして

いただいた小林さん、さらに本学学生であり、クラ

イミング、ボルダリングの選手として世界大会で活

躍されている羽鎌田さんを講師としてお迎えして、

ボルダリングの体験と見学をしていただきます。ボ

ルダリング体験は事前予約制ですが、まだ定員に達

していないため、先着で 19名様まで追加でお申し込

みが可能です。ご希望の方がいらっしゃいましたら、

受付にてお申し出ください。また、ボルダリング体

験の見学でしたら、今から何名様でも受付が可能で

すので、こちらも受付にてお申し出ください。ボル

ダリング体験の終了は、16時 40分を予定しておりま

す。ぜひ、体験、見学していただければと思います。 

3 つ目に、ご歓談のご案内です。16 時より特別企

画を行う関係で、ご歓談は 15 時 30 分までとさせて

いただきます。また、ご歓談はこのホールを出てロ

ビーにてしていただけるよう、お願いいたします。

また、ボルダリング体験に参加もしくは見学をされ

る方は、15時 30分にスタッフがロビーにてお声がけ

をいたします。一度ロビーで集合していただき、そ

こからスタッフの誘導で会場へと移動していただき

ます。ご協力をお願いいたします。 

 事務連絡は以上になります。その他ご不明な点や

お困りのこと等がございましたら、お近くのスタッ

フにお声がけください。 

では、これをもちまして講演会を終了とさせてい

ただきます。本日はお忙しい中、ご足労いただき、

本当にありがとうございました。お気をつけてお帰

りください。＜場内拍手＞ 

 

 

 

※なお、モンキーマジックでは「障害」は漢字表記

としているため、本稿でも漢字表記とした。 
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■特別企画 

今回の講演会では、世界チャンピオンの小林さん

を講師にお迎えしたことから、本学のポール・ラッ

シュ・アスレティックセンターにあるウォール（ク

ライミングで用いる人工壁）を利用した特別企画を

行いました。 

特別企画では、参加者がアイマスクを着用し、視

覚障害クライミング体験をしてもらいました。この

体験を通して、「しょうがいのあるなしに関係ないク

ライミングの魅力」を感じることができたのではな

いでしょうか。 

体験には、小学生から大学生や大人まで、さまざ

まな年代の方が参加しました。聴覚障害のある方と

同じチームの参加者は、アイマスクをして見えな

い・聞こえない状態の相手とどのようにコミュニケ

ーションを取るか、方法を工夫して取り組んでいま

した。 

体験の最後には、フリークライミングのワールド

カップなど世界で活躍している日本を代表するクラ

イミングの選手、羽鎌田直人さん（本学法学部 4年）

によるデモンストレーションがありました！世界レ

ベルのダイナミックな動きのクライミングに、参加

者からは「おお～！」という歓声も上がりました。 

特別企画にも学生による情報保障がつき、パソコ

ンテイク・手話通訳によって聴覚障害のある方にも

楽しんで参加していただくことができました。 
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相手に伝えるコミュニケーション、棒で肩に触れて合図 羽鎌田さんのデモンストレーション 
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■最終ミーティングで流れを確認 

 

 

■案内・誘導 

 

 

■ロビーでの歓談の様子 

 

 

 

 

 

■特別企画 打ち合わせの様子 

 

 

■受付 

 

 

■小林さんを囲んで 集合写真 

 

 

当日の様子 
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